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研究成果の概要（和文）：本研究課題の目的は企業における意思決定主体である経営幹部の多様化の要因を探る
ことであった。研究期間中、本研究課題の目的を遂行するために必要な経営幹部の多様化することが企業業績に
どのような影響を与えるのかを検証する実証研究を行った。その結果、経営幹部における在職期間及び性別の多
様化が企業業績と有意な関係があることが明らかとなった。また、本研究課題ではその関係性に過去の企業業績
や社長の権力が影響を及ぼしていることも明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research project was to explore the factors that 
contribute to the diversification of executive teams, which is the decision-making body in firms. 
During the research period, I conducted empirical studies to examine how the diversification of the 
executive team affects firm performance. The results showed that tenure and gender diversity had a 
significant relationship with firm performance. The results of these studies also revealed that past
 firm performance and CEO power had a moderating effect on this relationship.

研究分野： 経営学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究課題の成果の主な学術的意義と社会的意義は日本企業における経営幹部層の多様化が与える影響を実証的
に解明した点に見いだせる。既存研究では経営幹部層の多様化の影響に関する実証的研究が不足していた。とり
わけ我が国を対象とした実証研究は非常に限定されていた。したがって、本研究課題において経営幹部層の多様
化が与える影響を日本の上場企業を対象とした大規模な実証研究から明らかにした点は、学術的重要性だけでな
く実務的な重要性も含んでいる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
近年、企業経営における競争の激化に伴い、企業は迅速かつ適切に戦略的意思決定を行う重要

性が高まっている。こうした企業経営における戦略的意思決定の重要性の高まりは、その戦略的
意思決定を行う主体であるトップ・マネジメント・チーム（Top Management Team、以下 TMT
と略記）への関心を促す結果となっており、TMT によってなされる戦略的意思決定のメカニズ
ムを理解することが、実務のみならず、学術的にも急務な課題となっている。 
 TMTによる意思決定の源泉をTMTメンバーの個人的属性に求めた経営上層部理論によると、
TMT メンバーの個人的属性の分布であるダイバーシティが企業の戦略的意思決定及びその結果
である企業の財務業績に重大な影響を与えることが示唆している。だが、TMT におけるダイバ
ーシティが企業の戦略的意思決定及びその結果である財務業績に対して多大な影響を与えるこ
とに関しては一定の合意が形成されている一方で、肝心の TMT のダイバーシティはどのような
要因によって形成されるのかに対する回答は現在まで皆無であった。とりわけ、企業間における
TMT ダイバーシティの相違を説明する要因を特定するだけでなく、TMT ダイバーシティの「変
化」、つまり TMT の多様化を促進（あるいは阻害）する要因を特定することが重要であった。 
 
２．研究の目的 
 以上の研究背景に基づいて、本研究課題では TMT の多様化を促進（または阻害）する要因を
理論的及び実証的観点より特定することを目的として研究を開始した。 
 
３．研究の方法 
本研究課題は以下の方法を用いて実施された。 
 

(1)既存研究のレビューと理論研究 
はじめに既存研究のレビューを通じて、現状把握及び TMT を多様化される要因の特定を行っ

た。具体的には、当該研究領域における言説形成に強い影響を与える英文学術誌（e.g., Academy 
of Management Journal や Journal of Management）を中心にレビューを行い、TMT を多様化す
る要因の特定を試みた。 
 
(2)データ収集 
本研究課題の遂行に必要なデータを収集した。財務データや企業データについては所属する

研究機関のデータベースを通じて入手可能である。しかし、TMT を構成する役員のデータについ
ては別途収集する必要があった。そのため、東洋経済新報社が販売する『役員四季報』のデータ
ベースを購入することで TMT データを収集した。 
 
(3)定量的分析の実施 
上記のプロセスを通じて収集したデータを用いて定量的な分析を行った。具体的には、TMT の

ダイバーシティが企業業績に与える影響に関する分析及び TMT のダイバーシティの形成に影響
を与える要因に関する分析を行った。 
 
(4)研究成果の公表 
 最後に実証研究を通じて得られた知見を論文としてまとめ、学術雑誌及び学会にて成果の公
表を行った。具体的には、Journal of Leadership & Organization Studies（査読あり）に論文
が公表されると同時に、31st AJBS Annual Conference や EURAM 2019 といった国際学会にて研
究成果の報告を行った。 
 
４．研究成果 
上記の研究手法に沿った研究成果は以下のとおりである。 
 

(1)既存研究のレビューと理論研究 
既存研究のレビューを通じて研究課題を遂行、特に仮説構築を行う上で必要となる理論の把

握が可能となった。とりわけ、本研究課題では経営上層部理論やパフォーマンス・フィードバッ
ク理論、Attraction-Selection-Attrition 理論、エージェンシー理論などを主要な理論として
用いたが、それらの理論を文献の精読を通じて理解すると同時に、それらの理論を使用した実証
研究を渉猟することで実証への応用についての知見を深めた。さらに、直近に出版された当該研
究領域の主要学術誌を渉猟することで近年の定量的実証研究に求められる分析の水準を把握し
た。 
 
(2)データの収集 



 上記の既存研究のレビューを通じて構築された仮説を検証するために必要なデータを収集し
た。役員データについて、研究期間開始以前より限られた年度のデータについては保有していた
が。しかし、時系列データを構築するために必要となる複数年のデータを整備した。それに伴い、
必要となった企業・財務データについても追加で収集した。その結果、研究仮説をより頑強に検
証可能な複数年度のデータを整備することが可能になった。 
 
(3)定量的実証研究の実施 
 上記の研究成果によって整備されたデータを使用して、本研究課題における実証研究に取り
組んだ。本研究課題では、本研究課題の主たる目的である TMT ダイバーシティの形成に与える影
響を検証する前に、TMT ダイバーシティが企業業績に与える影響に関する実証研究を行った。そ
の後、TMT ダイバーシティの形成に関する実証研究を行った。 
 
(4) 研究成果の公表 
 本研究課題における実証研究の結果、主に以下のような研究成果が公表された。 
 
① 国際英文査読誌への論文の掲載 
 TMT の在職期間におけるダイバーシティと企業業績との関係性を扱った研究が国際英文査読
師である Journal of Leadership & Organization Studies に公表された。この論文ではエージ
ェンシー理論に基づいて社長が在職期間におけるダイバーシティと企業業績との関係性を調整
すると同時に、パフォーマンス・フィードバック理論に基づいて、その影響が過去の企業によっ
て調整されることを明らかにした。 
 
② 国際学会での研究報告 
  また、TMT の性別におけるダイバーシティと企業業績との関係性、及びその関係性に社長の存
在が与える影響について検証した論文が経営学における有力な国際学会である BAM2019 にて報
告された。この論文ではネットワーク理論などの知見から社長が TMT においてマイノリティな
存在である女性とマジョリティである男性とを結びつける役割を担う点に注目し、TMT の性別に
おけるダイバーシティと企業業績との関係性ににおいて社長が TMT の性別におけるダイバーシ
ティと企業業績との関係性を調整することを実証的に明らかにした。 
 
以上の研究成果に基づいて本研究の研究目的である TMT ダイバーシティの形成に影響を与え

る影響の実証研究に取り組んだ。しかし、上記の②の研究成果を査読付き英文査読誌に投稿する
プロセスにおいて、極度に同質的な日本の TMT のみを取り上げること、そして複数年度とはいえ
断続的なデータのみで仮説検証を行うことの限界が査読者より指摘された。以上の指摘により
本研究課題を拡張する必要性を痛感したため、研究期間の途中で基盤研究 B の前年度応募に応
募し採択された。②の研究成果については上記の限界を解決した上で、再分析を行い、再度英文
査読誌に投稿することを予定している。また、TMT ダイバーシティの形成要因に関する研究につ
いても再度データベースを整備した後に再分析を予定している。 
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